
 人間総合学群  心理学類 ／ 人文科学研究科  臨床心理学専攻 

氏名 藤城 有美子 職名 教授 専攻分野 心理学 学位名 博士（医学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて５点以内） 

 「外傷性脊髄損傷者の社会参加について」．総合リハビリテーション，29(2)，151-159，2001 年 2 月．

（共著） 

 『障害ある人の語り―インタビューによる〈生きる〉ことの研究』．誠信書房，2005 年 3 月．（分担執

筆） 

 「WHO の「障害」定義にもとづく精神障害（統合失調症）と身体障害（ポリオ・脊髄損傷）との比

較研究」．日本社会精神医学会雑誌，14(2)，200-211，2005 年 10 月．（共著） 

 「心理面接におけるリアリティと身体性―青年期ひきこもり事例から」．平成 25 年度駒澤学園心理相

談センター紀要，10 周年記念特別号，27-34，2014 年 3 月．（単著） 

 最近５年間の業績（2018 年度～2022 年度） 

【著書】 

 『健康・医療心理学 保健と健康の心理学標準テキスト 6』．ナカニシヤ出版，2018 年 9 月．（分担執

筆） 

 『保健医療分野：理論と支援の展開 公認心理師分野別テキスト 1』．創元社，2019 年 3 月．（分担執

筆） 

 『健康心理学事典』．日本健康心理学会，2019 年 10 月．（分担執筆） 

 『医療職のための公衆衛生・社会医学 第 7 版』．テコム，2020 年 1 月．（分担執筆） 

 『医療職のための公衆衛生・社会医学 第 8 版』．エムスリーエデュケーション，2022 年 1 月．（分担

執筆） 

 『臨床心理学中事典』．遠見書房，2022 年 12 月．（分担執筆） 

 『これからの現場で役立つ臨床心理検査 解説編』．金子書房，2023 年 2 月．（分担執筆） 

【研究論文】 

 私立広域通信制高校生徒の通信制高校選択に関わるストレス別に見た精神健康の関連要因．日本公衆

衛生雑誌，68(6)，412-424．2021 年 6 月（共著）． 

【報告書】 

 2018 年度「医療保健領域に関わる会員を対象としたウェブ調査」結果の概要Ⅰ，日本臨床心理士会雑

誌， 27(2)，29-30，2019 年 1 月． 

 厚生労働省令和 2 年度障害者総合福祉推進事業「公認心理師の活動状況等に関する調査」報告書．一

般社団法人日本公認心理師協会，2021 年 3 月．（共著） 

 厚生労働省令和 3 年度障害者総合福祉推進事業「医療機関における公認心理師が行う心理支援の実態

調査」報告書．一般社団法人日本公認心理師協会，2022 年 3 月．（共著） 

 厚生労働省令和 3 年度障害者総合福祉推進事業「公認心理師の養成に向けた各分野の実習に関する調

査」報告書．一般社団法人日本公認心理師養成機関連盟，2022 年 3 月．（共著） 

【研究発表】 

 高校生の学校適応感向上に向けた心理教育実践―自尊心・共感性の観点から．日本心理臨床学会第 37

回大会，2018 年 9 月，神戸市．（共演） 



 青年期の愛着スタイルからみた失恋後の心的特徴．日本心理臨床学会第 37 回大会，2018 年 9 月，神

戸市．（共演） 

 ライフサイクルから見る低身長者が抱く困難とその心理社会的支援．日本心理臨床学会第 38 回大会，

2019 年 6 月，横浜市．（共演） 

 青年期女子の自己効力感と認知症の健康教育効果．日本心理臨床学会第 38 回大会，2019 年 6 月，横

浜市．（共演） 

 入学前後のストレッサーが通信制高校生徒の幸福感に与える影響―不登校経験の有無という観点か

ら．日本教育心理学会第 61 回総会，2019 年 9 月，浜松市．（共演） 

 承認欲求のタイプ別に見た青年期の喪失体験と自己価値の回復過程．日本心理臨床学会第 39 回大会，

2020 年 11 月，横浜市→ウェブ開催．（共演） 

 青年期後期における自己評価のタイプと適応感．日本心理臨床学会第 40 回大会．2021 年 9 月，横浜

市→ウェブ開催．（共演） 

 対人恐怖心性・自己愛の類型別にみた青年期における葛藤場面の対処方略．日本心理臨床学会第 40

回大会．2021 年 9 月，横浜市→ウェブ開催．（共演） 

 今後の公認心理師制度に対する意見と要望の分類報告―全国調査時の自由記載のデータ分析を中心

に．日本公認心理師学会第 1 回学術集会，2021 年 12 月，ウェブ開催（沖縄）． 

 青年期女子の自己愛脆弱性とメンタライゼーションからみたデート DV 体験．日本心理臨床学会第

41 回大会．2021 年 9 月，Web 大会．（共演） 

 大学院の公認心理師養成における巡回指導―厚生労働省令和 3 年度障害者総合福祉推進事業より．日

本公認心理師学会第 2 回大会，2022 年 12 月． 

 大学院課程での公認心理師養成における学内実習施設の活用．日本公認心理師学会第 2 回大会，2022

年 12 月． 

【講演･シンポジウム】 

 公認心理師養成における卒前教育 シンポジウム「公認心理師養成における卒前･卒後教育の課題―5

年後の見直しに向けて．日本心理臨床学会第 37 回秋季大会，シンポジスト，2018 年 9 月，神戸市． 

 公認心理師養成における学外実習の現状と課題．日本心理臨床学会第 38 回大会．カリキュラム委員

会・資格関連委員会合同企画シンポジウム，シンポジスト，2019 年 6 月，横浜市． 

 大学・大学院における公認心理師教育への対応と工夫 第 2 部 公認心理師教育の実習への対応と工

夫 学部・大学院における実習機関の状況と工夫．日本心理臨床学会・日本公認心理師養成機関連盟

合同企画ワークショップ，演者，2019 年 6 月，横浜市． 

 公認心理師の現状と課題．日本心理臨床学会第 40 回大会，資格関連委員会企画シンポジウム「公認

心理師制度の現場と課題」，シンポジスト，2021 年 9 月，横浜市→ウェブ開催． 

 公認心理師法第 42 条をめぐって―連携の考え方について．日本心理臨床学会第 39 回大会，資格関連

委員会企画シンポジウム，2021 年 11 月．横浜市→ウェブ開催．（共演） 

 公認心理師の各分野における連携とその課題．日本心理臨床学会第 41 回大会，対面大会．資格関連

委員会シンポジウム，2022 年 10 月，ウェブ開催．（共演） 

 医療機関における公認心理師が行う心理支援の実態調査」の結果報告と展望．日本公認心理師学会第

2 回大会，大会企画シンポジウム，2022 年 12 月，ウェブ開催． 



【その他】 

 「心理実習」〈大学〉のコンセプト．こころの科学増刊『公認心理師養成の実習ガイド』．日本評論社．

2019 年 7 月． 

 「心理支援―連携の実践例集」．日本心理臨床学会，2022 年 8 月． 

 2017 年度～2022 年度文部科学省科学研究費 基盤研究(C) 課題番号 17K01801『通信制高等学校生

徒の QOL 向上のための総合的支援に向けた調査研究』成果リーフレット「通信制高校生徒のメンタ

ルヘルスと大学進学後の適応」．2023 年 3 月．（共著） 

 


